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長
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
和

平
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職

員
の
落
合
直
之
さ
ん
が
、
公
益
財
団
法
人
世

界
平
和
研
究
所
が
主
催
す
る
「
中
曽
根
康
弘

賞
」
の
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

中
曽
根
康
弘
賞
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、

科
学
技
術
な
ど
の
多
様
な
分
野
に
お
い
て
、

国
際
的
に
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
人
に
対
し

て
毎
年
贈
ら
れ
る
賞
で
、
今
年
で
12
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

１
９
９
１
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
入
構
し
た
落

合
さ
ん
は
、
約
14
年
間
に
わ
た
り
、
ミ
ン
ダ

ナ
オ
平
和
構
築
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
か
ら

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム

解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
の
停
戦
合
意
を
受

け
て
発
足
し
た
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
監
視
団

（
Ｉ
Ｍ
Ｔ
）」（
本
部
：
コ
タ
バ
ト
市
）
の
一
員

と
し
て
、
社
会
・
経
済
開
発
支
援
を
担
当
。

現
在
は
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
推
進
す
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
や
組
織
・
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ

れ
、
今
回
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
と
し
て
初
め
て
受

賞
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
に
は
東
京
都
内
で
授
賞
式
が
開

か
れ
、
関
係
者
ら
約
1
0
0
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
式
の
冒
頭
、
世
界
平
和
研
究
所
の
中

曽
根
康
弘
会
長
が
、「
世
界
の
政
治
や
経
済
は

依
然
と
し
て
混
沌
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
機
に
、
受
賞
者
の
方
々
が
ま
す
ま
す
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
落
合
さ
ん
を
含
む
３
人
の
受
賞

者
に
、
中
曽
根
会
長
か
ら
記
念
の
盾
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
落
合
さ
ん
は
、
関
係
者
や
家

族
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、「
フ
ィ
リ

ピ
ン
が
安
定
し
た
国
家
と
し
て
繁
栄
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
を
含
め
た
近
隣

諸
国
へ
の
政
治
、
経
済
、
社
会
的
貢
献
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
」
と
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
こ
の
栄
え
あ
る
賞
を
糧
に
、
今
後
も
現
地
の

人
々
と
の
対
話
を
重
視
し
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和

平
プ
ロ
セ
ス
の
支
援
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
12
回
中
曽
根
康
弘
賞
で
は
、
落
合
さ
ん

の
他
に
、
優
秀
賞
に
東
京
大
学
先
端
科
学
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
池
内
恵
准
教
授
、
奨
励

賞
に
国
際
大
学
国
際
関
係
学
研
究
科
の
熊
谷

奈
緒
子
准
教
授
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ミンダナオ和平を支援 落合直之さんが中曽根康弘賞を受賞 01

03ケネディ駐日米国大使が青年海外協力隊訓練所を視察

02　北岡理事長がセネガル、ナイジェリアを訪問
　

北
岡
伸
一
J
I
C
A
理
事
長
は
、
６
月
12
日
か

ら
17
日
に
か
け
て
、
セ
ネ
ガ
ル
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

セ
ネ
ガ
ル
の
マ
ッ
キ
ー
・
サ
ル
大
統
領
は
、
北

岡
理
事
長
と
の
会
談
で
、
日
本
が
同
国
の
国
家
開

発
政
策
「
セ
ネ
ガ
ル
新
興
計
画
（
P
S
E
）」
に

基
づ
い
て
協
力
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
や
、

同
国
へ
の
青
年
海
外
協
力
隊
派
遣
数
が
世
界
最

大
規
模
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、
感
謝
の
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
、
首
都
ダ
カ
ー
ル
で
長
年
の
協

力
の
成
果
で
あ
る
「
セ
ネ
ガ
ル
日
本
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
C
F
P
T
）」
な
ど
を
訪
問
。
地
方
部

で
は
、
無
償
資
金
協
力
で
建
設
さ
れ
た
給
水
施
設

や
母
子
保
健
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
訪
問
で
は
、
北
岡
理
事
長
は
オ

シ
ン
バ
ジ
ョ
副
大
統
領
ら
と
会
談
し
、
第
６
回
ア
フ

リ
カ
開
発
会
議
に
向
け
、
両
国
の
協
力
関
係
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
滞
在
中
、

北
岡
理
事
長
は
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
に
よ
っ
て
発
生
し

た
国
内
避
難
民
の
キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
。
そ
の
他
、

都
市
給
水
と
太
陽
光
発
電
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

現
場
を
視
察
し
、日
本
の
協
力
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　

6
月
7
日
、
ケ
ネ
デ
ィ
駐
日
米
国
大
使
が

福
島
県
に
あ
る
二
本
松
青
年
海
外
協
力
隊

訓
練
所
を
視
察
し
、
派
遣
前
の
青
年
海
外
協

力
隊
の
候
補
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

1
5
8
人
の
青
年
海
外
協
力
隊
の
候
補
者

に
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
ケ
ネ
デ
ィ

大
使
は
、
そ
の
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ガ
ー
ナ

な
ど
に
派
遣
予
定
の
候
補
者
と
懇
談
し
、
参

加
の
動
機
や
帰
国
後
の
計
画
に
つ
い
て
話

を
聞
き
ま
し
た
。
懇
談
後
、
候
補
者
は
、「
勇

気
を
持
っ
て
前
進
し
て
、
と
い
う
大
使
の
言

葉
が
印
象
的
だ
っ
た
」
な
ど
と
話
し
、
派
遣

に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

大
使
の
父
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
元
大

統
領
が
1
9
6
1
年
に
創
設
し
た
米
国
平
和

部
隊
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
（
1
9
6
5
年
）

に
発
足
し
た
青
年
海
外
協
力
隊
に
も
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
視
察
は
、
米
国

平
和
部
隊
と
同
様
に
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
途

上
国
の
経
済
・
社
会
発
展
に
取
り
組
む
青
年

海
外
協
力
隊
な
ど
の
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
、
大
使
が
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
日
米
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
携
・

共
働
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

派遣候補者と歓談するケネディ大使

ナイジェリアの首都アブジャで、ボコ・ハラムによって発
生した国内避難民のキャンプを視察する北岡理事長

中曽根会長（右）と奨励賞を受賞した落合さん（左）

今年で12回目を迎えた中曽根康弘賞の授賞式

さ
と
し


